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２０１５ふくやま 人権・平和フェスタ 「第 6７回人権週間記念の集い」 

201５年１２月１３日（日）福山市人権交流センターにおいて，２０１５ふくやま 人権・平和

フェスタ 「第６７回人権週間記念の集い」「戦後 70 年，被爆・福山空襲 70 年」～戦争はイヤだ！

平和がいいにきまってる～を開催しました。 

今年は，特に若者達に視点をあて，若者の目線から，平和に対する熱い思いを伝えてもらいまし

た。また，ソプラノ歌手の村上彩子さんによる～命と歌を響かせて～と題して，ピースコンサート

を開催し，真に平和を願う心の歌を届けていただきました。 

『まま～ずブラスアンサンブル♪福山』 
による演奏 

 

迫力あるブラスバンドの演奏に乗せて，会場のみなさん
が合唱しました。とても一体感のあるものとなりました。 

『全国中学生人権作文コンテスト』表彰・朗読 
 

「第 35 回全国中学生人権作文コンテスト広島大会」の

表彰式が行われました。 

広島県教育委員会 

賞を受賞した福山市 

立培遠中学校 1 年生 

木村太一さんが，作 

品の朗読をおこない 

ました。 
 

 

『メッセージ from ヒロシマ』 

～メッセージ from ヒロシマに取組んで～ 
 

8 月 5 日，子どもの広場「メッセージ from ヒロシマ

2015」を広島グリーンアリーナ・武道場において，発

表した内容の報告を行いました。 

「戦争の悲劇さ，核兵器の悲劇を忘れず，後世に語り

継いでいきたい。そして，平和について考え続けていき

たい」と発表しました。また，DVD を使用した「平和

のメッセージ」の発表や蛇円太鼓も披露しました。 
 

ご来場・ご協力ありがとうございました。 

『盈進中学高等学校 ヒューマンライツ部』 報告 
 

盈進中学高等学校ヒューマンライツ部のみなさんが

「私たちの核廃絶！ヒロシマ・中高生による署名キャン

ペーン」をテーマに，これまでの活動と「ユース非核特

使」（外務省）としてニューヨーク国連本部に派遣された

ときの活動報告を行いました。会場では，「核廃絶！ヒロ

シマ・中高生による署名キャンペーン」の展示をバック

に署名活動を行い，書籍の販売も行いました。 

「平和な未来」に向け 

て，一生懸命活動する姿 

からは，若者たちの力強 

さが感じられました。 

また，総合司会はＯG 

の箱田麻美さん（福山平 

成大学）が担当しました。 

『高校生平和大使』 活動報告 
 

福山暁の星女子中学高等学校の脇原華怜さんが，平和 

大使としてスイス・ジュネーブの国連欧州本部で，核廃

絶を訴えるスピーチを行っ 

た時の活動報告と，自分た 

ちの思いを発表しました。 

 

 平和に対する願いと熱い 

思いが，参加者へしっかり 

と伝わりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

中学生，高校生，大学生，

市民活動団体などのすばら

しい活動の数々を展示しま

した。 

『福山市立大学』 ～ぼくたち，わたしたちはわすれない～ 
  

戦後 70 年の節目の年ということで， 
大学オリジナルの平和教材「そばにい 
るよ」（被爆アオギリ紙芝居）と，「母 
と子の八月八日」（福山空襲を題材にし 
た紙芝居と歌）をもとに発表しました。 
この教材に触れた子どもや，大人自 

身が，平和をつくり出す主体であるこ 
とを追体験できるものにすべく取組ま 
れてきたものであり，会場の皆さんを 
惹きつける，メッセージ性の強い内容・演技でした。 

『支志團』～よさいこい鳴子踊り～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『支志團』による「よさこい鳴子踊り」

は，参加者を巻き込み，楽しく会場を盛

り上げてくれました。 

やきそば，うどん，おでん，

助六寿司，山菜おこわなど，

どの食事も好評でした。 

『ふくやまピース・ラボ』 

～今，大人になる私たちが平和を願う～ 
 

“平和について学び，考え，広く発 

信していこう”と市内の中・高・大 

学生らが集まり活動する「ふくやま 

ピース・ラボ」。特攻を見送る家族や 

同僚の気持ちを自作の朗読劇「月の 

空～知られざる福山海軍航空隊」で 

表現しましました。また，平和を願うオリジナルソング「Love & Peace」

を歌い，戦争の悲惨さ，平和の尊さを訴えました。 

ソプラノ歌手『村上彩子』 ピースコンサート 

～命と歌を響かせて～ 
 
ご自身の体験談やボランティア活動について語ってくださいました。 

平和をテーマにした曲・美しい歌声は，会場のみなさんの心に響きました。 

 

。 

『福山工業高等学校』 

継承～CG による広島の復元～ 
 
広島に原爆が投下された直後の御幸橋

（広島市中区）付近の様子をコンピュー

ターグラフィックス（CG）で再現した映

像を上映しました。 

制作した生徒は「70 年が経ち，証言で

きる被爆者も少なくなってきている。今

のうちに正確な話を聞き，CG での再現

にもっと挑戦したい」と話しました。 『ピーストーク』 
 

 大庭三枝准教授（ 

福山市立大学教育学 

部）をコーディネー 

ターに，若者達が平 

和について論じ合いました。体験者の話を聞くだけではなく，どのよう

にして平和な世界を作っていくのか，若い世代の思いや，考え方を発表

しました。最後に，4 人の代表者が「平和アピール宣言」を行いました。 

「平和アピール宣言」の全文は，福山市ホームページに掲載しておりま

すのでご覧ください。 


